
 

 

 

 

 

２０２１年１０月８日 

２０２２年４月２９日に大阪～奈良～京都を結ぶ観光特急「あをによし」がデビュー！ 
 

近鉄では、列車に乗ること自体を目的とするご旅行や国内から京都経由での奈良観光、コロナ禍後のインバ

ウンドなどのニーズを見据え、２０２２年４月２９日に大阪難波駅～近鉄奈良駅～京都駅間において、観光特

急「あをによし」（４両１編成）をデビューさせることとしました。 

車両名称の「あをによし」は、世界遺産や国宝が数多く存在する古都・奈良にかかる枕詞で、都の美しさ

をイメージしています。 

この「あをによし」は、日本の歴史や文化、食を誇る大阪、奈良、京都の三都を乗り換えなしの直通で結び

ます。午前中に大阪難波から近鉄奈良経由で京都まで、京都～近鉄奈良間の２往復を経て、京都から近鉄奈良

経由で大阪難波までの運行を予定しています。車内は、ゆったりおくつろぎいただけるよう２列の座席配置と

し、乗った瞬間から歴史、文化を感じられる古都奈良の正倉院の宝物をモチーフとした天平文様などのデザイ

ンを多用して、リラックスできる環境を整えます。また、旅の楽しみが増す販売カウンターを設置するなど上

質な旅のワンシーンを飾る観光特急を目指しています。 

内外装は既存の特急車両をベースに大幅にリニューアルしたもので、座席は２名用のツインシートと３～４

名用のサロンシートの2種類で、座席数は８４席とリニューアル前の約３分の１とし、ゆったりとした移動空

間をご提供します。外装については、天平時代の高貴な色とされる紫色のメタリック塗装を施し、天平文様を

あしらっています。 

観光特急「あをによし」に乗って、ゆったりと大阪・奈良・京都を巡る旅にお出かけいただければと考えて

います。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kintetsu.co.jp/ 

広報部 

観光特急「あをによし」外観イメージ 



 

別 紙 

① 

 

 

観光特急「あをによし」の概要 

 

１．名    称  「あをによし」 

 

２．主 な 特 徴  （１）古都・奈良をイメージさせる高級感のある内外装となっています。 

（２）座席は２名用のツインシート（１列＋１列で配置）と、３～４名用のサロンシー

トの２種類を用意しています。 

（３）２号車には、軽食や飲料等を提供する販売カウンターを設置します。 

（４）朝夕の２便は大阪難波駅～近鉄奈良駅～京都駅間を乗り換えなしで利用できます。 

 

３．運行開始日  ２０２２年 4月２９日（金・祝） 

 

４．運行区間・時刻  ①大阪難波９時３０分頃発++++（近鉄奈良を経由）++++京都１０時５０分頃着 

          ②京都１１時２０分頃発++++近鉄奈良１１時５５分頃着 

          ③近鉄奈良１２時１０分頃発++++京都１２時４５分頃着 

          ④京都１３時２０分頃発++++近鉄奈良１３時５５分頃着 

          ⑤近鉄奈良１４時１０分頃発++++京都１４時４５分頃着 

⑥京都１５時２０分頃発++++（近鉄奈良を経由）++++大阪難波１６時４０分頃着   

 

５．運 行 日   週６日運行 

（週１回運休。春休み、夏休み、ゴールデンウィークなど運行する日もあります。） 

 

６．停 車 駅   大阪難波、大阪上本町、鶴橋、生駒、学園前、近鉄奈良、大和西大寺、近鉄丹波橋、京都  

 

７．座 席 数   ８４席（全席座席指定） 

 

８．改 造 車 両  ４両１編成、特急車両（１２２００系）を改造 

 

９．投 資 額   約３．３億円 

 

10．車両概要・座席レイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※運転時刻・ご利用料金については、詳細が決まりましたら別途お知らせいたします。 

 

 

４号車（定員２８名） 

２号車（定員１２名） １号車（定員２４名） 

３号車（定員２０名） 

販売カウンター 



 

近鉄グループは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

車内イメージ 

 

【座席】 

２名用のツインシートと、３～４名用のサロンシート２種類をご用意しており、ゆったりとおくつろ

ぎいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  【１・３・４号車】ツインシート（イメージ）     【２号車】サロンシート（イメージ） 

 

【販売カウンター】 

専属のアテンダントが乗車し、軽食や飲料等の販売を行います。 

         

        販売カウンター（イメージ） 

 

 

【SDGsへの貢献】 

沿線の観光振興 （８．働きがいも経済成長も） 

沿線の活性化、価値向上 （１１．住み続けられるまちづくりを） 

 

以 上 


